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(57)【要約】
【課題】医療従事者の意思を十分に反映させたガイド表
示を提供することで、被検体、特に聴覚に障害を持つ被
検体が安心して検査を受けることができるような柔軟な
サポートを可能とする医用画像診断装置及びガイドシス
テムを提供する。
【解決手段】被検体Ｍの内部情報を取得するための架台
２ｅに表示部１ｇｃを備え、当該内部情報を基に被検体
Ｍの医用画像を生成する医用画像診断装置Ａであって、
医用画像診断装置Ａを操作する操作者が自由記述文章を
入力するためのガイド表示内容入力部２０と、被検体Ｍ
に対する検査のガイド情報と、ガイド表示内容入力部２
０により入力された内容を表示部１ｇに表示させるガイ
ド表示制御部３０とを備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の内部情報を取得するための架台に表示部を備え、当該内部情報を基に前記被検
体の医用画像を生成する医用画像診断装置であって、
　前記医用画像診断装置を操作する操作者が自由記述文章を入力するためのガイド表示内
容入力部と、
　前記被検体に対する検査のガイド情報と、前記ガイド表示内容入力部により入力された
内容を表示部に表示させるガイド表示制御部と、
　を備えることを特徴とする医用画像診断装置。
【請求項２】
前記医用画像診断装置は、　前記被検体や前記医療従事者の音声、動作を把握するセンサ
を備え、
　前記ガイド表示内容入力部は、前記自由記述文章や前記センサにより把握された音声、
動作を基に前記被検体に対して表示させるガイド表示を生成することを特徴とする請求項
１に記載の医用画像診断装置。
【請求項３】
　前記ガイド表示内容入力部は、
　前記センサにより把握された前記被検体や前記医療従事者の音声、動作を認識する認識
部と、
　前記認識部において認識された前記被検体や前記医療従事者の音声、動作を解析する解
析部と、
　前記医用画像診断装置が把握している前記被検体に対するスキャンプランを基に、検査
工程を作成する工程作成部と、
　前記スキャンプラン実行中における前記医用画像診断装置を構成する各部の状態を把握
する状態管理部と、
　前記解析部によって解析された前記被検体や前記医療従事者の音声、動作に関する情報
、前記検査工程の情報、及び、前記医用画像診断装置の状態を示す情報を基に、前記被検
体に対して自由記述に基づくガイド表示を生成し表示させる判断部と、
　を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の医用画像診断装置。
【請求項４】
　前記ガイド表示内容入力部は、
　前記操作者の音声を解析して文章にする音声解析部、前記操作者を撮影した画像を解析
して手話を文章にする動作解析部、或いは、前記操作者によって入力された文章を受信す
る文章受信部の少なくともいずれか１つを備えることを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の医用画像診断装置。
【請求項５】
　前記表示部は、前記被検体に対する検査の状態、前記医用画像診断装置の状態を勘案し
て、前記被検体が見やすい位置に前記ガイド表示を表示させることを特徴とする請求項１
ないし請求項４のいずれかに記載の医用画像診断装置。
【請求項６】
　被検体の内部情報を取得するための架台に表示部を備え、当該内部情報を基に前記被検
体の医用画像を生成する医用画像診断装置と、
　把握された前記被検体や前記医用画像診断装置を使用する医療従事者の音声、動作を基
に前記被検体や前記医療従事者が意図した内容を自由に記述し表示させることによって、
前記被検体に対するガイド表示を行うガイド装置と、
　を備えることを特徴とするガイドシステム。
【請求項７】
　前記ガイド装置は、
　前記医用画像診断装置を操作する操作者が自由記述文章を入力するためのガイド表示内
容入力部と、
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　前記被検体に対する検査のガイド情報と、前記ガイド表示内容入力部により入力された
内容を表示部に表示させるガイド表示制御部と、を備え、
　前記ガイド表示内容入力部は、
　前記センサにより把握された前記被検体や前記医療従事者の音声、動作を認識する認識
部と、
　前記認識部において認識された前記被検体や前記医療従事者の音声、動作を解析する解
析部と、
　前記医用画像診断装置が把握している前記被検体に対するスキャンプランを基に、検査
工程を作成する工程作成部と、
　前記スキャンプラン実行中における前記医用画像診断装置を構成する各部の状態を把握
する状態管理部と、
　前記解析部によって解析された前記被検体や前記医療従事者の音声、動作に関する情報
、前記検査工程の情報、及び、前記医用画像診断装置の状態を示す情報を基に、前記被検
体に対して自由記述に基づくガイド表示を生成し表示させる判断部と、
　前記ガイド表示を表示する表示部と、
　を備えることを特徴とする請求項６に記載のガイドシステム。
【請求項８】
　前記ガイド装置は、さらに、前記被検体や前記医療従事者の音声、動作を把握するセン
サを備えることを特徴とする請求項６または請求項７に記載のガイドシステム。
【請求項９】
　前記ガイド表示内容入力部は、
　前記操作者の音声を解析して文章にする音声解析部、前記操作者を撮影した画像を解析
して手話を文章にする動作解析部、或いは、前記操作者によって入力された文章を受信す
る文章受信部の少なくともいずれか１つを備えることを特徴とする請求項７または請求項
８に記載のガイドシステム。
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施の形態は、医用画像診断装置及びガイドシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、被検体内部の情報を収集し、この収集された情報に基づいて被検体内部を画像化
して医用画像を生成する医用画像診断装置が用いられるようになっている。この医用画像
診断装置としては、例えば、Ｘ線ＣＴ装置（computed tomography：コンピュータ断層撮
影装置）や、磁気共鳴診断装置（ＭＲＩ：magnetic resonance imaging）等が該当する。
生成された医用画像は例えば、読影や診察などの際に利用される。
【０００３】
　当該医用画像が生成されるためには、医用画像診断装置を使用して被検体の撮影を行わ
なければならないが、撮影に不慣れな被検体に対しては適切なガイドが行われる必要があ
る。特に被検体が聴覚障害者である場合には、医師や技師といった医療従事者からの音声
によるガイドが困難であることが多いため格段の配慮が必要となる。すなわち、ガイドの
表示、内容を何らかの表示手段を用いて表示し、ガイドを行う必要がある。
【０００４】
　これまでは、例えば、ガイド表示として頻繁に用いられる文言を予め紙に記載しておき
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、必要な場面で当該紙を聴覚障害者である被検体に見せることで対応している。また、以
下の特許文献１に記載されているように、ガントリに設けられているガントリマウントデ
ィスプレイにおいて、必要なガイド等を表示させるといった方法も採用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－０２８３１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１において開示されている発明では、次の点について配慮
がなされていない。
【０００７】
　すなわち、ガントリマウントディスプレイにおいて表示される内容は、検査ステージを
表わす制御信号に従って再生されるオーディオファイル、或いは、当該オーディオファイ
ルに関連づけられている画像ファイルから音声や画像等を読み出すこと取得されることに
なる。このようにオーディオファイル等を読み出すということは、検査の進捗状況に従っ
て順番付けされた被検体への音声指示に関する複数のオーディオファイル等が管理者によ
って設定等される、ということである。このような方法の場合、適宜検査の進捗状況に従
った表示を被検体に提供する点では非常に利点があるものの、反面、予め用意された、い
わば決まり切った文言しか表示させることができない。つまり、検査の場や被検体の特質
等を考慮したきめ細やかなガイドを表示させることができない。
【０００８】
　また、オーディオファイル等については、順番付けされてオーディオファイル等に記憶
されている場合、検査の順番等が変更された場合に自在に被検体に対する表示を変更する
ことは困難となる。すなわち、被検体に対する検査に応じた柔軟なガイド表示の提供、と
いう観点からはいささか硬直化したものとならざるを得ない。
【０００９】
　さらに医療従事者は検査等の処置中に医用画像診断装置の入力部等に触れることができ
ない場合も多いことを考えると、入力部に触れずにその意思を伝えることのできるＮＵＩ
（Natural User Interface）を利用することに利点を見いだすことができる。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、医療従事者
の意思を十分に反映させたガイド表示を提供することで、被検体、特に聴覚に障害を持つ
被検体が安心して検査を受けることができるような柔軟なサポートを可能とする医用画像
診断装置及びガイドシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１に記載の発明の特徴は、医用画像診断装置において、被検体の内部情報を取得
するための架台に表示部を備え、当該内部情報を基に被検体の医用画像を生成する医用画
像診断装置であって、医用画像診断装置を操作する操作者が自由記述文章を入力するため
のガイド表示内容入力部と、被検体に対する検査のガイド情報と、ガイド表示内容入力部
により入力された内容を表示部に表示させるガイド表示制御部とを備える。
【００１２】
　請求項６に記載の発明の特徴は、ガイドシステムにおいて、被検体の内部情報を取得す
るための架台に表示部を備え、当該内部情報を基に被検体の医用画像を生成する医用画像
診断装置と、把握された被検体や医用画像診断装置を使用する医療従事者の音声、動作を
基に被検体や医療従事者が意図した内容を自由に記述し表示させることによって、被検体
に対するガイド表示を行うガイド装置とを備える。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】第１の実施の形態における医用画像診断装置の全体構成を示す全体図である。
【図２】第１の実施の形態における制御装置の内部構成を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態におけるガイド表示内容入力部の内部構成を示すブロック図で
ある。
【図４】第１の実施の形態における医用画像診断装置のうち、主にスキャナ装置の内部構
成を示すブロック図である。
【図５】実施の形態における被検体に対する検査のガイド表示を行う流れを示すフローチ
ャートである。
【図６】実施の形態における被検体に対する検査のガイド表示を行う流れを示すフローチ
ャートである。
【図７】実施の形態における被検体に対する検査のガイド表示を行う流れを示すフローチ
ャートである。
【図８】実施の形態においてスキャンデータを基に作成される検査工程の一例を示す説明
図である。
【図９】実施の形態における医用画像診断装置を構成する表示部の配置を示す説明図であ
る。
【図１０】実施の形態において被検体に対して表示されるガイド表示の画面の一例を示す
画面例である。
【図１１】実施の形態において被検体に対して表示されるガイド表示の画面の一例を示す
画面例である。
【図１２】実施の形態において被検体に対して表示されるガイド表示の表示態様を示す説
明図である。
【図１３】実施の形態において被検体に対して表示されるガイド表示の表示態様を示す説
明図である。
【図１４】実施の形態において被検体に対して表示されるガイド表示の表示態様を示す説
明図である。
【図１５】実施の形態において被検体に対して表示されるガイド表示の表示態様を示す説
明図である。
【図１６】第１の実施の形態におけるガイド表示内容入力部の別の内部構成を示すブロッ
ク図である。
【図１７】第２の実施の形態におけるガイド装置を含むガイドシステムの全体構成を示す
全体図である。
【図１８】第２の実施の形態におけるガイド装置の内部構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１５】
　（第１の実施の形態）
　図１は、第１の実施の形態における医用画像診断装置Ａの全体構成を示す全体図である
。医用画像診断装置Ａは、医用画像診断装置Ａを制御する制御装置１と、検査室Ｒに設置
され、検査対象となる被検体Ｍの内部情報を取得するスキャナ装置２と、被検体Ｍが載置
される寝台装置Ｂと、から構成される。
【００１６】
　ここで医用画像診断装置Ａは、被検体Ｍの内部情報を取得して、医用画像を生成する装
置である。医用画像診断装置Ａとしては上述したような様々な装置（モダリティ）が考え
られるが、本発明の実施の形態においては、Ｘ線ＣＴ装置を例に挙げて以下、説明する。
【００１７】
　図２は、第１の実施の形態における制御装置１の内部構成を示すブロック図である。制
御装置１は、医用画像診断装置Ａの装置全体を制御する。
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【００１８】
　制御装置１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１ａと、ＲＯＭ(Read Only Memory
)１ｂと、ＲＡＭ（Random Access Memory）１ｃ及び入出力インターフェイス１ｄがバス
１ｅを介して接続されている。入出力インターフェイス１ｄには、入力部１ｆと、表示部
１ｇと、通信制御部１ｈと、記憶部１ｉと、リムーバブルディスク１ｊと、駆動部制御部
１ｋとが接続されている。駆動部制御部１ｋは、後述するスキャナ装置２を構成する各部
を駆動する各駆動部の動きを制御する。
【００１９】
　さらに、入出力インターフェイス１ｄを介して、センサ１０と、ガイド表示内容入力部
２０と、ガイド表示制御部３０が接続されている。
【００２０】
　ＣＰＵ１ａは、入力部１ｆからの入力信号に基づいてＲＯＭ１ｂから制御装置１を起動
するためのブートプログラムを読み出して実行し、記憶部１ｉに格納されている各種オペ
レーティングシステムを読み出す。またＣＰＵ１ａは、入力部１ｆや入出力インターフェ
イス１ｄを介して、図２において図示していないその他の外部機器からの入力信号に基づ
いて各種装置の制御を行う。
【００２１】
　さらにＣＰＵ１ａは、ＲＡＭ１ｃや記憶部１ｉ等に記憶されたプログラム及びデータを
読み出してＲＡＭ１ｃにロードするとともに、ＲＡＭ１ｃから読み出されたプログラムの
コマンドに基づいて、被検体Ｍに対するガイドを表示するための処理やデータの計算、加
工等、一連の処理を実現する処理装置である。
【００２２】
　入力部１ｆは、制御装置１の操作者（例えば、医師や検査技師といった医療従事者）が
各種の操作を入力するキーボード、ダイヤル等の入力デバイスにより構成されており、操
作者の操作に基づいて入力信号を作成しバス１ｅを介してＣＰＵ３１に送信される。
【００２３】
　表示部１ｇは、例えば液晶ディスプレイである。この表示部１ｇは、ＣＰＵ１ａからバ
ス１ｅを介して出力信号を受信し、検査中に被検体Ｍに対して行われる各種ガイド表示、
或いはＣＰＵ１ａの処理結果等を表示する。
【００２４】
　ここで液晶ディスプレイの代わりに表示部１ｇの構成として、例えば、プロジェクタ（
図１に示すプロジェクタ１ｇａ，１ｇｂ）を利用してスクリーンにガイド表示を表示させ
る構成を採用しても良い。また、図１に示す医用画像診断装置Ａでは、スキャナ装置２を
構成する架台２ｅの上部に表示部１ｇｃが設けられている。当該表示部１ｇｃは、例えば
、モニタであって、医療従事者が自身が出したガイド表示や被検体Ｍの回答を確認する際
に用いられる。
【００２５】
　通信制御部１ｈは、ＬＡＮカードやモデム等の手段であり、制御装置１をインターネッ
トやＬＡＮ等の通信ネットワークに接続することを可能とする手段である。通信制御部１
ｈを介して通信ネットワークと送受信したデータは入力信号または出力信号として、入出
力インターフェイス１ｄ及びバス１ｅを介してＣＰＵ１ａに送受信される。
【００２６】
　記憶部１ｉは、半導体や磁気ディスクで構成されており、ＣＰＵ１ａで実行されるプロ
グラムやデータが記憶されている。また、医用画像診断装置Ａで行われる検査に関するス
キャンプラン等も記憶されている。
【００２７】
　リムーバブルディスク１ｊは、光ディスクやフレキシブルディスクのことであり、ディ
スクドライブによって読み書きされた信号は、入出力インターフェイス１ｄ及びバス１ｅ
を介してＣＰＵ１ａに送受信される。
【００２８】
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　また、医用画像診断装置Ａには、被検体Ｍや医用画像診断装置Ａを使用して被検体Ｍの
検査を行う医療従事者の音声や動作を検出するセンサ１０が接続されている。センサ１０
は、例えば、ＲＧＢカメラ、深度センサ、マイクロフォン等を備えており、センサ１０が
検出した情報は、制御装置１に送信される。
【００２９】
　例えばセンサ１０は、赤外線を周囲に照射し、照射波が被検体Ｍや医療従事者の表面で
反射した反射波を受光素子で検知する。そしてセンサ１０は、照射波と反射波との位相差
や照射から検知までの時間に基づいて、被検体Ｍや医療従事者とセンサ１０との距離を求
め、撮影範囲に対応する１フレームの距離画像（センサ１０から被検体Ｍや医療従事者ま
での距離の情報を持った位置情報（以下、このような位置情報を「距離画像」と表わす）
）の情報を生成する。
【００３０】
　この１フレーム分の距離画像情報には、例えば、撮影時刻の情報と撮影範囲に含まれる
各画素に、その画素に対応する被検体Ｍや医療従事者とセンサ１０との距離が対応づけら
れた情報とが含まれる。センサ１０は、次々に検知される反射波から連続する複数フレー
ムの距離画像情報を生成することで、撮影範囲を動画撮影する。
【００３１】
　なお、センサ１０が被検体Ｍや医療従事者の音声や動作を検出する方法については、上
述した方法に限られない。例えば、キネクト（Ｋｉｎｅｃｔ：登録商標）等を利用するこ
とができる。
【００３２】
　ガイド表示内容入力部２０は、検査中に操作者である医療従事者の音声や動作に基づい
て被検体Ｍに対して行われるガイド表示を生成させる機能を備えている。図３は、第１の
実施の形態におけるガイド表示内容入力部２０の内部構成を示すブロック図である。
【００３３】
　ガイド表示内容入力部２０は、被検体Ｍに対して表示するガイド表示を生成するに必要
な情報を受信する受信部２１と、認識部２２と、解析部２３と、判断部２４と、工程作成
部２５と、状態管理部２６と、生成されたガイド表示を表示部１ｇにおいて表示させるた
めに表示部１ｇにガイド表示を送信する送信部２７とから構成される。なお、これらガイ
ド表示内容入力部２０を構成する各部の詳細な働きについては、ガイド表示生成、表示の
流れを説明する際に併せて説明する。
【００３４】
　また、ガイド表示内容入力部２０によって生成されたガイド表示は、ガイド表示制御部
３０へと送信される。ガイド表示制御部３０は、受信したガイド表示を表示部１ｇや架台
２ｅの上部に設けられている表示部１ｇｃに表示等させる。
【００３５】
　以上、制御装置１の内部構成について説明したが、図１において制御装置１については
破線で示されている。これは、制御装置１は、スキャナ装置２や寝台装置Ｂが設置されて
いる検査室Ｒ内に必ずしも設置されている必要がないからである。従って、制御装置１は
、検査室Ｒに設置されていても、或いは、例えば、検査室Ｒに隣接する部屋に設置されて
いてもよい。
【００３６】
　医用画像診断装置Ａは、制御装置１によって制御されるスキャナ装置２を備えている。
図４は、第１の実施の形態における医用画像診断装置のうち、主にスキャナ装置２の内部
構成を示すブロック図である。スキャナ装置２は、通常は検査室Ｒに設置され、被検体Ｍ
に関するＸ線の透過データを生成する。
【００３７】
　スキャナ装置２は、Ｘ線管（Ｘ線源）２ａと、絞り２ｂと、Ｘ線検出器２ｃと、ＤＡＳ
（Data Acquisition System）２ｄと、ガントリ（架台）２ｅと、高電圧電源２ｆと、絞
り駆動装置２ｇと、架台駆動装置２ｈと、天板駆動装置Ｂ２とから構成されている。
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【００３８】
　Ｘ線管２ａは、高電圧電源２ｆから供給された管電圧に応じて金属製のターゲットに電
子線を衝突させることによってＸ線を発生させ、Ｘ線検出器２ｃに向けて照射する。Ｘ線
管２ａによって照射されるＸ線によって、ファンビームＸ線やコーンビームＸ線が形成さ
れる。
【００３９】
　絞り２ｂは、絞り駆動装置２ｇによってＸ線管２ａから照射されるＸ線のスライス方向
の照射範囲を調整する。これによって、スライス方向のＸ線の照射範囲を任意の向きに変
更することができる。
【００４０】
　Ｘ線検出器２ｃは、Ｘ線管２ａから照射され、被検体Ｍを透過したＸ線を検出する。Ｘ
線検出器２ｃは、例えば、チャンネル方向に複数、及び列（スライス）方向に単一の検出
素子を有する１次元アレイ型の検出器であっても良い。または、マトリクス状、すなわち
、チャンネル方向に複数、及び、列方向に複数の検出素子を有する２次元アレイ型の検出
器であっても良い。
【００４１】
　ＤＡＳ２ｄは、Ｘ線検出器２ｃを構成する各Ｘ線検知素子が検知する透過データの信号
を増幅してデジタル信号に変換する。ＤＡＳ２ｄからの出力データは、制御装置１に送信
される。
【００４２】
　架台２ｅは、Ｘ線を被検体Ｍに照射し透過したＸ線を検出する。そのため、被検体Ｍの
進入及び退出を可能とするため、架台２ｅの中央にトンネル状の開口２ｉが設けられてい
る。また架台２ｅは、その内部にＸ線管２ａ、絞り２ｂ、Ｘ線検出器２ｃ及びＤＡＳ２ｄ
を一体として保持する。
【００４３】
　ここでＸ線管２ａとＸ線検出器２ｃとは、架台２ｅ内において互いに対向する位置に配
置される。さらに架台２ｅは、Ｘ線管２ａ、絞り２ｂ、Ｘ線検出器２ｃ及びＤＡＳ２ｄを
一体としてその回転中心にいる被検体Ｍの周りを回転することで撮影を行う。
【００４４】
　高電圧電源２ｆは、制御装置１による制御を受けて、Ｘ線管２ａからのＸ線の照射に必
要な電力をＸ線管２ａへと供給する。
【００４５】
　絞り駆動装置２ｇは、絞り２ｂにおけるＸ線のスライス方向の照射範囲を調整する機構
を備える。絞り駆動装置２ｇは、制御装置１による制御を受けて照射範囲の調整を行う。
【００４６】
　架台駆動装置２ｈは、制御装置１による制御を受けて、架台２ｅがその内部に保持する
機器の位置関係を維持したまま、架台２ｅの開口２ｉ内において天板Ｂ１上に載置されて
いる被検体Ｍの周りを回転するよう、架台２ｅを回転させる。
【００４７】
　また、併せて被検体Ｍの撮影を行うに当たって最適な位置での撮影を行うべく、架台２
ｅそのものを移動させる。すなわち、本発明の実施の形態における医用画像診断装置Ａで
は、検査室Ｒの床面に設置された寝台装置Ｂを構成する天板Ｂ１がスキャナ装置２の開口
２ｉを貫通する構成を採用している。そのため、被検体Ｍが載置された寝台装置Ｂ（天板
Ｂ１）を移動させて開口２ｉに侵入、退出させるのではなく、スキャナ装置２自体を、図
１に示す全体図でいえば左右に移動することで、撮影に適した位置へと架台２ｅを移動さ
せて対応する。
【００４８】
　寝台装置Ｂは、天板Ｂ１と天板駆動装置Ｂ２とから構成される。Ｘ線ＣＴ装置１を利用
して被検体Ｍの内部情報を取得する際、すなわち撮影する際には被検体Ｍが天板Ｂ１の上
に直接接する。被検体Ｍが天板Ｂ１の上に直接接する場合には、横臥する以外の体勢を取
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っても良い。天板駆動装置Ｂ２は、制御装置１による制御を受けて、天板Ｂ１の下部に設
けられ、架台２ｅでの撮影の進行に伴って被検体Ｍを載せる天板Ｂ１を高さ方向に沿って
昇降させる。
【００４９】
　なお、本発明の実施の形態における寝台装置Ｂの長辺方向の両端部には、表示部１ｇを
構成するプロジェクタ１ｇａ，１ｇｂが設置されている。このプロジェクタ１ｇａ，１ｇ
ｂは、寝台装置Ｂ上の被検体Ｍに対してガイド表示を行う際に利用される。
【００５０】
　次に、検査を受診する被検体Ｍに対するガイド表示の流れについて説明する。図５ない
し図７は、実施の形態における被検体Ｍに対する検査のガイド表示を行う流れを示すフロ
ーチャートである。
【００５１】
　まず、ガイド表示内容入力部２０における工程作成部２５は、医用画像診断装置Ａの制
御装置１にて把握しているスキャンプランを取得する（図５のＳＴ１）。すなわち医用画
像診断装置Ａでは、被検体Ｍの検査（スキャン）を行うに当たって予めスキャンプランを
定めている。医用画像診断装置Ａにおいて定められたスキャンプランは、例えば、記憶部
１ｉに記憶されている。
【００５２】
　このスキャンプランは、例えば、疾病、検査対象となる部位等、様々な条件を考慮して
作成されるものである。或いは、被検体Ｍの体質等も考慮して、検査の対象となる被検体
Ｍごとに作成されても良い。そして、医用画像診断装置Ａを使用しての実際の被検体Ｍの
検査は、当該作成されたスキャンプランに従って行われる。つまり、スキャンプランを参
照すれば、検査の全体の流れや個々の処置の内容を把握することができる。そこで、医用
画像診断装置Ａのガイド表示内容入力部２０では、被検体Ｍに対して行われる検査におい
てガイド表示を提供するに当たって、当該スキャンプランを利用する。
【００５３】
　工程作成部２５は、記憶部１ｉに記憶されているスキャンプランを取得し、当該スキャ
ンプランを基に検査の工程を作成する（ＳＴ２）。上述したように、当該作成された工程
を基に、医用画像診断装置Ａが被検体Ｍに対して音声ガイダンスを行う（ＳＴ３）。
【００５４】
　図８は、実施の形態においてスキャンデータを基に作成される検査工程の一例を示す説
明図である。ここでは説明の都合上、説明図のような態様の検査工程を示しているが、工
程作成部２５は必ずしもこの説明図のような検査工程を作成しなくても良い。
【００５５】
　図８に示す説明図では、上部に検査全体に関する時間が示されている。すなわち、検査
全体に掛かる時間である「検査トータル所要時間」は「２６分」と示されている。また、
検査の開始予定時刻及び終了予定時刻も示されており、それぞれ「午前１０時３０分」と
「午前１０時５６分」である。
【００５６】
　一方、中段以下には、今回の検査で行われる個々の処置がその順番、及び所要時間とと
もに示されている。すなわち、今回の検査工程においては、まず「スキャノ」が行われ、
次に「全身」の撮影が行われる。そして、造影剤が投与される前の撮影（「造影前」）、
及び造影剤が投与された後の撮影（「造影後」）が予定されている。それぞれの処置に掛
かる時間は、それぞれ、「２０秒」、「２０秒」、「１０秒」、「１０秒」である。また
、各処置の間の時間（インターバル）は造影剤投与前後の撮影の間が１５分である以外は
いずれも５分となっている。
【００５７】
　工程作成部２５は、医用画像診断装置Ａが備えるスキャンプランを基に、このような検
査工程を作成する。また、ガイド表示はこの検査工程も利用して行われる。
【００５８】
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　医用画像診断装置Ａにおける被検体Ｍへの音声ガイダンスが行われると、センサ１０が
当該ガイダンスを把握する（ＳＴ４）。なお、以下においては、このように医用画像診断
装置Ａが音声ガイダンスという処理を行うことを前提に被検体Ｍへのガイド表示の流れに
ついて説明する。但し、当該医用画像診断装置Ａによる音声ガイダンスがなく、医療従事
者が作成された検査の工程に合わせて、自身が直接被検体Ｍに対して声掛け（ガイダンス
）を行い、当該ガイダンスに基づいて表示部１ｇにおいてガイド表示がなされるような流
れを採用しても良い。
【００５９】
　センサ１０において把握されたガイダンスの情報は、ガイド表示内容入力部２０の受信
部２１を介して認識部２２に送られ、ガイド表示内容入力部２０において医用画像診断装
置Ａによる音声ガイダンスが認識される（ＳＴ５）。認識部２２では、さらに解析部２３
に当該ガイダンスの情報を送り、解析部２３が認識されたガイダンスを解析する（ＳＴ６
）。解析部２３では、認識部２２で認識された音声ガイダンスを解析して、その内容を把
握する。
【００６０】
　併せて、ガイド表示内容入力部２０の状態管理部２６では、医用画像診断装置Ａの現在
の状態を把握する（ＳＴ７）。上述したように、医用画像診断装置Ａは、スキャンプラン
に基づいて各部が制御装置１によって制御される。従って、当該制御装置１の制御内容を
把握することで、実際に医用画像診断装置Ａが現在どのような検査を行い、或いは、当該
検査を行うために駆動部等の各部がどのように制御されているかが認識できる。
【００６１】
　また、状態管理部２６は、工程作成部２５と連絡を取って、医用画像診断装置Ａの状態
を把握するための情報を入手しても良い。
【００６２】
　解析部２３において解析された、医用画像診断装置Ａのガイダンスの内容と、工程作成
部２５において作成された検査工程の情報、及び、状態管理部２６によって把握された医
用画像診断装置Ａの現状についての情報は、判断部２４に集められる。判断部２４では、
これらの情報を基に、解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致するか否かを判断する
（ＳＴ８）。ここでこの判断を行うのは、ガイダンスの内容と医用画像診断装置Ａの現状
とが一致しない場合、被検体Ｍに対して適切ではないガイド表示がなされることにつなが
りかねないからである。
【００６３】
　判断の結果、解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致しない場合には（ＳＴ８のＮ
Ｏ）、再度、状態管理部２６において、医用画像診断装置Ａの現在の状態を把握した上で
、判断部２４において把握された解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致するか否か
を判断する。
【００６４】
　一方、解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致する場合には（ＳＴ８のＹＥＳ）、
判断部２４は送信部２７を介してガイド表示制御部３０に対して解析結果に基づいて医用
画像診断装置Ａがなしたガイダンスの内容を表示部１ｇに表示させるよう指示する（ＳＴ
９）。このような処理が行われることで、医用画像診断装置Ａによる音声ガイダンスが表
示部１ｇに文字で表わされたガイド表示となる。
【００６５】
　医用画像診断装置Ａによる音声ガイダンスが文字として表示されることで、被検体Ｍは
現在、或いは、次に行われる検査がどのような内容で、被検体Ｍに対して、例えばどのよ
うな体位を取るよう要求しているかを確認することができる。特に被検体Ｍが聴覚障害者
である場合には、文字によるガイド表示は検査をスムーズに行い、検査中の被検体Ｍの不
安を少しでも軽減することができるツールとなる。
【００６６】
　図９は、実施の形態における医用画像診断装置Ａを構成する表示部１ｇの配置を示す説
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明図である。ここでの表示部１ｇは、例えば、プロジェクタと当該プロジェクタによって
投影される表示ガイドを表示させるスクリーンとから構成される。
【００６７】
　図９に示す説明図には、中央にスキャナ装置２が示されている。すなわち、架台２ｅが
色つきで示されており、開口２ｉには、天板Ｂ１と当該天板Ｂ１上に横臥している被検体
Ｍの頭が見えている。すなわち、図９では、被検体Ｍの頭から足を向いた方向を見ている
図である。被検体Ｍの頭部近傍であって、天板Ｂ１の端部には、プロジェクタ１ｇａが設
置されている（図１の全体図も参照）。そして例えば、当該プロジェクタ１ｇａがスクリ
ーン１ｇｄないしプロジェクタ１ｇｆにガイド表示を表示させることで被検体Ｍに対して
必要な情報を提供する。
【００６８】
　図９においては、医用画像診断装置Ａのスキャナ装置２が設置されている検査室Ｒの天
井に１つ、スキャナ装置２を挟んでそれぞれ対向する位置であって、寝台装置Ｂ（天板Ｂ
１）の長手方向に平行となるように２つ、スクリーン１ｇｄないし１ｇｆが設けられてい
る。
【００６９】
　天井に設けられているスクリーン１ｇｄは、被検体Ｍが天板Ｂ１上に仰向けに横臥して
いる状態にある場合に利用される。ガイド表示がなされた場合、仰向けになっている被検
体Ｍからはちょうど正面にスクリーン１ｇｄが見えることになる。一方、スクリーン１ｇ
ｅ，１ｇｆは、例えば、被検体Ｍがいずれかの方向に向いた状態にある場合に使用される
。
【００７０】
　いずれのスクリーン１ｇｄないし１ｇｆも、天板Ｂ１上における被検体Ｍの様々な体位
に対応するべく設けられており、被検体Ｍはいずれの体位にあってもガイド表示が見やす
い位置に表示されることから、ガイド表示を的確に把握することができる。
【００７１】
　なお、スクリーン１ｇｄないし１ｇｆの設置位置は、被検体Ｍが検査の際に取り得る体
位や検査室Ｒにおける各種機器の設置状況等を勘案して決められる。また、ここではプロ
ジェクタ１ｇａとスクリーン１ｇｄないし１ｇｆを例に挙げて説明したが、例えば、スク
リーン１ｇｄないし１ｇｆはモニタであっても良い。この場合、寝台装置Ｂの長手方向両
端部に設けられるプロジェクタ１ｇａ，１ｇｂは不要となる。
【００７２】
　図１０及び図１１は、実施の形態において被検体に対して表示されるガイド表示の画面
の一例を示す画面例である。なお、ここでは「画面例」と示しているが、表示部１ｇがス
クリーンであってもモニタであっても良い。
【００７３】
　図１０の画面例では、工程作成部２５によって作成された検査工程を利用して検査全体
の流れと現在は検査全体の流れの中でどの位置にあるのかを示している。全体の画面構成
は、図８で説明した検査工程と略同じである。
【００７４】
　当該画面例によれば、検査工程の中で、今までに「スキャノ」と「全身」が終了し、現
在は「全身」から「造影前」に移行する間にある。なぜならば、当該位置に　また検査工
程のどこの工程に位置しているかを示す垂直のバーが示されているからである。このバー
は、検査が進むにつれて、各処置をつなぐ矢印の方向である画面上右に移動する。なお、
全検査工程のいずれの位置に現在あるかを示す表示態様については、自由に設定すること
が可能である。
【００７５】
　また「全身」と「造影前」との間は５分のインターバルが設けられているが、その時間
は５分である。図１０の画面例では、この「５分」の表示が点滅している。当該点滅表示
によって、検査の全工程における現在の位置を把握することができる。なお、ここでは、
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時間を点滅させることによって現在位置を示しているが、例えば、色を変えて表示する等
、表示態様はどのような態様であっても良い。
【００７６】
　さらに、検査を構成する各処置については、実施中、或いは、終了した処置については
実線で、未実施の処置については破線で示されている。従って、「スキャノ」と「全身」
については終了していることから実線で囲まれて表示されている。一方、未実施の「造影
前」及び「造影後」については破線で囲まれて表示されている。
【００７７】
　図１１は、処置が行われている間に表示される詳細なガイドである。図１１に示す画面
例では、「詳細表示」との表示の下に、当該処置において被検体Ｍに対して要求される対
応が示されている。ここでは「息を吸って下さい」、「息を止めて下さい」、及び「楽に
して下さい」の３つの対応が示されている。
【００７８】
　実線で表示されている対応は対応中、或いは、対応終了となった対応であり、破線で表
示されている対応は、未対応のものである。各対応は、右から左に向けて進み、図１１の
表示を見る限り、現在、被検体Ｍは「息を吸って下さい」との指示に基づいて息を吸って
いることになる。
【００７９】
　また画面最下段には、対応の進み具合を示すバーが表示されており、三角の表示が左か
ら右に動くことで進み具合が理解できる。また、当該バーと対応の表示との間には時間が
示されており、「息を止めている時間」は「１０秒」であることがわかる。
【００８０】
　次にガイド表示内容入力部２０は、医療従事者に何らかの動きがあるか否かを確認する
（ＳＴ１０）。ここでの医療従事者の動きは、医用画像診断装置Ａの音声ガイダンスが文
字情報としてガイド表示されたことに基づくものであり、いわば医用画像診断装置Ａが行
ったガイド表示に連動するものである。
【００８１】
　具体的には、センサ１０によって医療従事者の動きが把握される（ＳＴ１１）。なお、
ここでの「動き」には、医療従事者が、例えば、腕を振る、手首を返す、といった、いわ
ゆるジェスチャーに関する動きのみならず、例えば、医療従事者が発する音声等も含まれ
る。
【００８２】
　センサ１０において把握された医療従事者の動きに関する情報は、ガイド表示内容入力
部２０の受信部２１を介して認識部２２に送られ、ガイド表示内容入力部２０において医
療従事者の動きが認識される（ＳＴ１２）。認識部２２では、さらに解析部２３に当該動
きの情報を送り、解析部２３が認識部２２において認識された動きを解析する（図６のＳ
Ｔ１３）。解析部２３では、医療従事者の動きを解析して、その内容を把握する。
【００８３】
　ここでポイントになるのは、医療従事者の動き、特に医療従事者が声に出して指示した
（ガイドした）内容については、解析部２３においてその内容が略そのまま把握される点
にある。
【００８４】
　すなわち、これまでは、例えば、医療従事者の動きに合わせて予め用意されている定型
の表示内容が都度選択され、機械的に表示されるのみであった。これは医療従事者が、例
えばボタンを押すことによってガイド表示を表示させる場合も同様である。
【００８５】
　定型のガイド表示は、ガイド表示の対象となる被検体を選ばない、という点にメリット
がある一方、医療従事者が考える内容をその細かなニュアンスまで表示させることまでは
できない。被検体にもよるが、特に聴覚障害者の方が被検体となる場合、医療従事者から
の指示は、基本的に表示部１ｇに表示される文字からのみとなる可能性がある。このよう
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な場合に定型のガイド表示だけでは被検体が医療従事者によるガイドの意味を十分に把握
することができないことも考えられる。
【００８６】
　そこで本発明の実施の形態においては、医療従事者が表現した内容を、定型ではなくで
きるだけその意図をずらすことなく表示させることとしている。そのため、医療従事者の
表現内容を表示部１ｇにおいて自由に記述させ表示させるべく、解析部２３は医療従事者
の動きを解析する。
【００８７】
　なお、例えば、医療従事者の動きにある特定のガイド表示を予め割り当てるような場合
には、ガイド表示は定型にならざるを得ず、このような場合まで自由な表示がなされるわ
けではない。ただできるだけ医療従事者の表現内容を自由に記述させ表示させる、という
ことである。
【００８８】
　このように医療従事者の動きから定型ではないガイド表示を行うことが可能とされてい
ることで、被検体Ｍに対してより適切に医療従事者の意図を伝えることができる。また被
検体Ｍとしてもその意図を汲み取りやすくなる。
【００８９】
　ガイド表示内容入力部２０の状態管理部２６では、併せて、医用画像診断装置Ａの現在
の状態を把握する（ＳＴ１４）。
【００９０】
　解析部２３において解析された、医療従事者の動きに関する情報と、工程作成部２５に
おいて作成された検査工程の情報、及び、状態管理部２６によって把握された医用画像診
断装置Ａの現状についての情報は、判断部２４に集められる。判断部２４では、これらの
情報を基に、解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致するか否かを判断する（ＳＴ１
５）。
【００９１】
　判断の結果、解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致しない場合には（ＳＴ１５の
ＮＯ）、再度、状態管理部２６において、医用画像診断装置Ａの現在の状態を把握した上
で、判断部２４において把握された解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致するか否
かを判断する。
【００９２】
　一方、判断の結果、解析結果と医用画像診断装置Ａの現状が合致する場合には（ＳＴ１
５のＹＥＳ）、判断部２４は送信部２７を介してガイド表示制御部３０に対して解析結果
に基づいて医療従事者の動きの内容を表示部１ｇに表示させるよう指示する（ＳＴ１６）
。このような処理が行われることで、医療従事者の動きが文字情報となって表示部１ｇに
表わされるガイド表示となる。
【００９３】
　本発明の実施の形態においては、医療従事者の動きを示すガイド表示は、上述したよう
に定形の文章として表示されるのではなく、その場面に応じた適切な文言で表示されるこ
とになる。そのため、医療従事者は、検査を受診する被検体一人一人の特質を見極めて最
適なガイドを行い、そのガイドが備える最適さを損なうことなく、ガイド表示として表示
されることになる。従って、これまでのように、例えば、検査ごとに表示されるガイドが
決まっており、個々の被検体の特質等を考慮しない、表示された定形の文言を基に検査を
受診する全ての被検体が対応しなければならない、被検体が対応のしにくさを感じるとい
った状況は回避できる。
【００９４】
　さらに、ガイド表示内容入力部２０は、被検体Ｍに何らかの動きがあるか否かを確認す
る（ＳＴ１７）。すなわち、ここでの被検体Ｍの動きは、医療従事者によってなされたガ
イド表示に対する回答となるものである。
【００９５】
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　具体的には、センサ１０が被検体Ｍの動きを取得したことで被検体Ｍからの回答があっ
たことが把握される（ＳＴ１８）。なお、ここでの「回答」には、被検体Ｍが、例えば、
腕を振る、手話を行う、といった動きのみならず、例えば、被検体Ｍが発する音声等も含
まれる。
【００９６】
　センサ１０において取得された被検体Ｍの回答に関する情報は、ガイド表示内容入力部
２０の受信部２１を介して認識部２２に送られ、ガイド表示内容入力部２０において被検
体Ｍの回答が認識される（ＳＴ１９）。認識部２２では、さらに解析部２３に当該回答に
関する情報を送り、解析部２３が認識部２２において認識された回答を解析する（ＳＴ２
０）。解析部２３では、被検体Ｍの回答を解析して、その内容を把握する。ここで被検体
Ｍが回答した内容については、解析部２３においてその内容が略そのまま把握される。
【００９７】
　解析部２３において解析された被検体Ｍの回答に関する情報は、判断部２４に送信され
る。判断部２４では、この情報を基に送信部２７を介してガイド表示制御部３０に対して
解析結果に基づいて被検体Ｍの回答の内容を表示部１ｇに表示させるよう指示する（ＳＴ
２１）。このような処理が行われることで、被検体Ｍの回答が文字情報となって表示部１
ｇに表わされる。
【００９８】
　なお、ここでは、直接被検体Ｍの回答を表示させる処理としているが、例えば、医療従
事者の動きを表示させる場合と同様、被検体Ｍの回答を表示するに当たって、医用画像診
断装置Ａにおける処置の現状を確認した上で表示部１ｇにおいて被検体Ｍの回答を表示さ
せることとしても良い。
【００９９】
　医療従事者は、表示部１ｇ、例えば、架台２ｅ上部に設けられたモニタ１ｇｃを見るこ
とで文字で表示された被検体Ｍの回答を把握し、自身や医用画像診断装置Ａが提示したガ
イド表示が的確に被検体Ｍに対して伝わっているか否かを確認することができる。医療従
事者は、当該表示を確認の上、検査の続行等、次の動作に移る。
【０１００】
　また、医用画像診断装置Ａも医療従事者の指示に基づいて、検査工程の次の工程へと進
む。そして、ガイド表示内容入力部２０も、当該次の工程へと進んだ場合に、改めて次の
検査工程を確認する（ＳＴ２２）。また、状態管理部２６が医用画像診断装置Ａにおける
処置の現状を確認し（ＳＴ２３）、これらの情報を判断部２４へと送信する。判断部２４
では、当該次の工程において、新たなガイド表示が必要か否か判断を行う（ＳＴ２４）。
その結果、新たな工程においてもガイド表示が必要な場合には（ＳＴ２４のＹＥＳ）、医
用画像診断装置Ａがガイダンスを行い（図５のＳＴ３）、再度上述したようなガイド表示
がなされる。
【０１０１】
　一方、スキャナプランに基づく検査が全て終了したような場合には、これ以上被検体Ｍ
に対してガイド表示を行う必要はないことから（ＳＴ２４のＮＯ）、ガイド表示は終了と
なる。
【０１０２】
　以上で、検査中に被検体Ｍに対して提示されるガイド表示の表示の流れを説明した。被
検体Ｍに対するガイド表示は、例えば、図８に示すような位置に設けられているスクリー
ン１ｇｄないし１ｇｆに対して表示することで行われる。
【０１０３】
　次に、実際に被検体Ｍに対して検査が行われ、スキャナ装置２が移動している最中にお
けるガイド表示の被検体Ｍへの表示の態様について図面を用いて説明する。
【０１０４】
　図１２ないし図１５は、実施の形態において被検体Ｍに対して表示されるガイド表示の
表示態様を示す説明図である。ここでは、図１の全体図に示すように、寝台装置Ｂの長辺
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方向の両端にプロジェクタ１ｇａ及び１ｇｂが設けられている。また、図１において示さ
れている制御装置１については、その表示が省略されている。
【０１０５】
　さらにここでは、プロジェクタ１ｇａ，１ｇｂを利用してガイド表示を表示する際には
特にスクリーンを用いず、そのまま壁（天井）に表示させることとしている。すなわち、
表示部１ｇを構成するプロジェクタ１ｇａ，１ｇｂを利用する場合であっても必ずしもス
クリーンが必要となるわけではなく、例えば、天井、或いは、検査室Ｒの壁面においてあ
る広さの平らな領域を確保することができれば、当該領域をスクリーンに見立ててガイド
表示を表示させることができる。
【０１０６】
　図１２では、検査が始まる時点のガイド表示の表示態様を示している。スキャナ装置２
は、被検体Ｍの頭部の近傍にあって、図面上の大きな矢印に示されている通り、左から右
に移動する。スキャナ装置２の開口２ｉを貫通するように寝台装置Ｂの天板Ｂ１が設置さ
れているため、被検体Ｍは検査中移動することなく天板Ｂ１上に横臥したままである。
【０１０７】
　この状態において、被検体Ｍに対するガイド表示は、プロジェクタ１ｇｂからスクリー
ンに見立てている天井に向けて投影されて表示されている。図１２においては、ガイド表
示の投影がプロジェクタ１ｇｂから伸びる点線で示されており、被検体Ｍの視線は破線の
矢印で示されている。この状態では、被検体Ｍの視線の先に見える天井にガイド表示が表
示されている。
【０１０８】
　図１３に示すように、スキャナ装置２が移動して被検体Ｍの頭部が開口２ｉに進入して
も、被検体Ｍの位置から天井に表示されているガイド表示が見える場合には、プロジェク
タ１ｇｂによる表示がそのまま継続する。但し、天井においてガイド表示がなされる領域
は、移動してきた開口２ｉの上部によって遮られることがないようにするため、図１２に
示す領域とは異なる位置に表示されている。すなわち、ガイド表示が表示される領域は、
図１２において表示される領域よりもプロジェクタ１ｇｂに近づいた位置となる。従って
、被検体Ｍの視線と天板Ｂ１とで形成される角度も、図１３の場合は図１２における場合
よりも鋭角となる。
【０１０９】
　図１４は、さらにスキャナ装置２が移動した場合を示している。ここでは被検体Ｍの頭
部はもとより、上半身の多くが開口２ｉの中に進入している。この状態となると、プロジ
ェクタ１ｇｂを使用しての天井へのガイド表示は、かなりプロジェクタ１ｇｂに近い位置
となる。これは、スキャナ装置２の開口２ｉ内にいる被検体Ｍからすれば、ガイド表示が
自身の足の上方における領域に表示されなければ見ることができないからである。但し、
この状態で自身の足下を見ることに困難な場合も考えられることから、今度は、被検体Ｍ
の頭部近傍に設けられているプロジェクタ１ｇａも天井にガイド表示を表示させることと
している。
【０１１０】
　このように、２カ所にガイド表示を行うことで、被検体Ｍはいずれか見やすい方を見れ
ば足りることになる。このことは、被検体Ｍに対するガイド表示の提供を漏れなく行うこ
とができることにもつながる。
【０１１１】
　なお、プロジェクタ１ｇａ，１ｇｂを利用して天井に表示されるガイド表示は、これま
での説明からすればいずれのプロジェクタ１ｇａ，１ｇｂにおいても同じ内容が表示され
ることになる。但し、プロジェクタごとに表示するガイド表示を変更しても良い。例えば
、プロジェクタ１ｇｂではこれまで表示していた内容を継続して表示し、プロジェクタ１
ｇａでは次に行われる検査の内容、注意点等を表示する等である。
【０１１２】
　このように複数箇所にガイド表示を表示させる場合に、適宜異なるガイド表示を表示さ
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せることによって、被検体Ｍに対して現在の検査が終了した後の先の工程における検査内
容をいち早く報知することができるため、それだけ被検体Ｍの不安を取り除くことに資す
る。
【０１１３】
　図１５は、さらにスキャナ装置２が移動し、被検体Ｍの頭部は、開口２ｉから出てしま
っている。この状態では、図１２ないし図１４に示したような、自身の足下を見るように
天井に表示されているガイド表示を見ることは、スキャナ装置２が表示されているガイド
表示を遮ることになってしまうため困難である。
【０１１４】
　そこで、プロジェクタ１ｇｂによる表示は終了させ、プロジェクタ１ｇａによる表示に
切り替える。また、プロジェクタ１ｇａは、その表示位置を図１４に示す場合よりも角度
を付けて表示する。このように表示することによって、被検体Ｍは天板Ｂ１上において少
し天井を見上げるような形となるが、見やすい位置にガイド表示が表示されることになる
。
【０１１５】
　以上説明した通り、医療従事者の意思を十分に反映させたガイド表示を提供することで
、被検体、特に聴覚に障害を持つ被検体が安心して検査を受けることができるような柔軟
なサポートを可能とする医用画像診断装置及びガイドシステムを提供することができる。
【０１１６】
　特に医療従事者の動きを、予め定められている定型の文言ではなく、その場の状況に応
じた、医療従事者の意図が自由な表現（自由記述）でガイド表示として表示させることが
できるので、被検体も医療従事者の意図を十分に把握することができる。また、被検体が
聴覚障害者である場合には、音声でのガイダンスが困難であることから、文言でのガイド
表示とならざるを得ないが、このような場合にも医療従事者の意図を的確に被検体に伝え
ることができることから、被検体の検査の際の不安等を払拭することができる。
【０１１７】
　また、医療従事者にしても、例えば、医用画像診断装置の入力部を操作することなく自
身の動きのみで被検体に対してガイド表示を提供することができる。従って、より一層医
用画像診断装置の使い勝手が良くなるとともに、検査もスムーズに進めることができる。
【０１１８】
　ところで、上述した第１の実施の形態においては、ガイド表示内容入力部２０が受けた
操作者（医療従事者）の音声等をまとめて解析部２３にて解析していた。この処理につい
ては、例えば、別の方法も考えられる。
【０１１９】
　図１６は、第１の実施の形態におけるガイド表示内容入力部２０Ａの別の内部構成を示
すブロック図である。ここではガイド表示内容入力部２０が受信した内容によってそれぞ
れ解析を行う部分が異なる。例えば、操作者が音声によってガイドを行う場合には、認識
部２２が音声を認識した後、操作者が発した音声を音声解析部２３－１において解析し、
例えば、音声を文章へと変換し表示部１ｇ等に表示可能な態様とする。また、操作者が手
話によってガイドを行った場合には、センサ１０において把握された手話（動作）が認識
部２２において認識され、今度は動作解析部２３－２へと送られる。当該動作解析部２３
－２では、認識された手話を文章へと変換し表示部１ｇ等に表示可能な態様とする。
【０１２０】
　一方、操作者が入力部１ｆ、或いは、医用画像診断装置とは別の装置である携帯情報端
末といった、入力装置を介して被検体に対して表示するガイド表示の内容を入力した場合
には、ガイド表示内容入力部２０Ａの文章受信部２３－３が入力された文章を受信する。
この場合には受信した文章をそのまま表示部１ｇ等に表示させることが可能なことから特
に変換処理は不要である。
【０１２１】
　このように、操作者（医療従事者）からのガイド表示の態様に合わせてそれぞれ解析す
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る箇所を設けておくことによって、迅速、的確に操作者（医療従事者）からの意思（指示
）を被検体へと伝えることが可能となる。
【０１２２】
　（第２の実施の形態）
　次に本発明における第２の実施の形態について説明する。なお、第２の実施の形態にお
いて、上述の第１の実施の形態において説明した構成要素と同一の構成要素には同一の符
号を付し、同一の構成要素の説明は重複するので省略する。
【０１２３】
　これまで説明してきた第１の実施の形態における医用画像診断装置Ａには、ガイド表示
内容入力部２０が設けられており、当該ガイド表示内容入力部２０が被検体に表示するガ
イド表示を表示していた。この第２の実施の形態においては、当該ガイド表示内容入力部
２０の役割を果たすガイド装置を医用画像診断装置から独立させて設置し、全体としてガ
イドシステムＳとして構成した点に特徴がある。
【０１２４】
　図１７は、第２の実施の形態におけるガイド装置Ｇを含むガイドシステムＳの全体構成
を示す全体図である。ガイドシステムＳは、被検体Ｍの内部情報を取得して医用画像を生
成する医用画像診断装置Ａ１と、医用画像診断装置Ａ１を使用した検査を行う場合に、被
検体Ｍに対してガイド表示を表示させるガイド装置Ｇとから構成されている。
【０１２５】
　医用画像診断装置Ａ１としては、上述したような様々な装置（モダリティ）が考えられ
る。そして、第１の実施の形態と異なり、検査中被検体Ｍに対してガイド表示を行う機能
は備えておらず、純粋にモダリティとしての役割を果たすのみである。一方、ガイド装置
Ｇは、医用画像診断装置Ａ１を使用した検査が行われる際に被検体Ｍに対して提供するガ
イド表示を表示させる機能を備える装置である。
【０１２６】
　図１８は、第２の実施の形態におけるガイド装置Ｇの内部構成を示すブロック図である
。ガイド装置Ｇは、ＣＰＵ１Ｇと、ＲＯＭ２Ｇと、ＲＡＭ３Ｇ及び入出力インターフェイ
ス４Ｇがバス５Ｇを介して接続されている。入出力インターフェイス４Ｇには、入力部６
Ｇと、表示部７Ｇと、通信制御部８Ｇと、記憶部９Ｇと、ガイド表示制御部１０Ｇと、認
識部１１Ｇと、解析部１２Ｇと、判断部１３Ｇと、工程作成部１４Ｇと、状態管理部１５
Ｇとが接続されている。
【０１２７】
　また、通信制御部８Ｇを介して、検査室Ｒに設けられているセンサ１６Ｇからの信号が
ガイド装置Ｇに入力される。ガイド装置Ｇを構成する上記各部の働きは、第１の実施の形
態において説明した通りである。
【０１２８】
　医用画像診断装置Ａ１とガイド装置Ｇとは、それぞれ通信ネットワークＮに接続されて
いる。ガイド装置Ｇは、当該通信ネットワークＮを介して、例えば、ガイド表示を表示さ
せる際に必要となるスキャンプランを医用画像診断装置Ａ１から取得する。通信ネットワ
ークＮの例としては、ＬＡＮ（Local Area Network）やインターネット等のネットワーク
を挙げることができる。また、この通信ネットワークＮを介してやり取りされる情報に関
する規格は、ＤＩＣＯＭ（Digital Imaging and Communication in Medicine）等、いず
れの規格であっても良い。
【０１２９】
　なお、図１７においては２つの医用画像診断装置Ａ１Ａ，Ａ１Ｂ及び２つのガイド装置
Ｇ１，Ｇ２が通信ネットワークＮに接続されている。但し、通信ネットワークＮに接続さ
れる医用画像診断装置Ａ１とガイド装置Ｇの数は図１７に示した数に限定されず、単数或
いは複数であっても良い。
【０１３０】
　このように医用画像を生成する医用画像診断装置Ａ１と被検体Ｍに対してガイド表示を
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うに構成することによって、医用画像診断装置Ａ１は、本来果たすべき被検体Ｍの内部情
報を取得して医用画像を生成するという役割を十分に果たすことができる。特に検査中に
被検体Ｍに対してガイド表示を行う処理を行うと、検査中にガイド表示のためにその能力
が分散してしまい、持てる能力の全てを検査に注ぐことができなくなってしまう。
【０１３１】
　一方で、ガイド装置Ｇは、被検体Ｍへのガイド表示に特化していることから、医用画像
診断装置Ａ１が行う医用画像の生成という処理に能力を奪われることなくガイド表示にの
み専念できる。
【０１３２】
　またこのような構成が採用されることによって、これまで医療機関内に設置されている
様々な医用画像診断装置を使用する場合に、当該医用画像診断装置を用いた検査を受診す
る被検体に対してガイド装置Ｇからガイド表示を提供することができる。従って、ガイド
表示内容入力部２０を備えた医用画像診断装置Ａでなければ提供できないガイド表示を、
ガイド表示内容入力部を備えない医用画像診断装置を使用する際であっても提供すること
ができる。このことは、検査における被検体の不安を等しく取り除くという観点から非常
に有益な構成である。
【０１３３】
　その他、第１の実施の形態において説明した、医療従事者の意思を十分に反映させたガ
イド表示を提供することで、被検体、特に聴覚に障害を持つ被検体が安心して検査を受け
ることができるような柔軟なサポートを可能とする医用画像診断装置及びガイドシステム
を提供することができる、との効果を奏することは当然である。
【０１３４】
　本発明の実施形態を説明したが、この実施形態は、例として提示したものであり、発明
の範囲を限定することを意図していない。この実施形態は、その他の様々な形態で実施さ
れることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を
行うことができる。この実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれると共に、特
許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０１３５】
　１　　制御装置
　２　　スキャナ装置
１０　　センサ
２０　　ガイド表示内容入力部
２１　　受信部
２２　　認識部
２３　　解析部
２４　　判断部
２５　　工程作成部
２６　　状態管理部
２７　　送信部
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